	ケアラー支援アセスメントツール②「支援者向けチェックシート」



記入日　　　年　　月　　日　　対象者氏名　　　　　　　　　　記入者氏名　　　　　　　　.
	
	大項目
	小項目
	ﾁｪｯｸ
	備考・所見

	心身の健康
（優先的に聞き取りたい項目）
	1 体の健康状態
	体調がよくない
	
	

	
	2 
	疲れが溜まっていると感じる
	
	

	
	
	食事量が減った、食欲がない
	
	

	
	
	体のどこかに痛みがある
	
	

	
	
	持病がある
	
	

	
	
	体調不良だが受診できていない
	
	

	
	
	定期受診ができていない
	
	

	
	3 心の健康状態
★多数○がつく場合はリスクが高い状況の可能性あり
	気持ちが落ち込むことが多い
	
	

	
	4 
	笑顔や口数が減ったと思う
	
	

	
	5 
	ケアのことが頭から離れない
	
	

	
	
	以前と比べて、ケアの際にイライラすることが多い
	
	

	
	
	ストレスが溜まっていると感じる
	
	

	
	6 休息や睡眠
	眠れない日が続いている
	
	

	
	7 心身のリフレッシュ
	息抜きする時間が持てていない
	
	

	
	8 心の支え
	趣味や生きがいを持っていない
	
	

	
	9 
	話を聞いてくれる人が身近にいない
	
	

	家族
	10 ケア対象者との関係性等
★太字部分に○がつく場合は緊急性が高い可能性あり
	ケアしている方との関係が良くない
	
	

	
	11 
	ケアしている家族に暴言等を吐いてしまう、吐きそうになる
	
	

	
	12 
	ケアしている家族に手を上げそうになったことがある
	
	

	
	13 
	ケアしている家族から暴力や暴言がある
	
	

	
	14 他の家族の存在
	身近に協力してくれる家族がいない
	
	

	
	15 
	他にもケアしている家族がいる、
または子育て中
	
	

	ケアの現状
	16 緊急・急用時の対応
	緊急時に代わりを頼める人がいない
	
	

	
	
	他の人にケアを頼みたくない
	
	

	
	
	他の人にケアを頼みたいが要ケア者が拒否をする
	
	

	
	17 ケアの知識や技術
	ケアの方法に不安がある
	
	

	
	
	病気や障害の知識がない、知識が不十分
	
	

	
	18 ケアの継続
	ケアを続けていくことに不安がある
	
	

	
	
	自分がケアを続けなければならない
	
	

	
	19 信頼できる支援者
	困ったときに相談できる支援者がいない
	
	

	
	20 サービス利用
	[bookmark: _Hlk213791766]第三者の支援やサービスを利用していない（要ケア者の意向）
	
	

	
	21 
	第三者の支援やサービスを利用していない（家族・親族等の意向）
	
	

	
	22 
	第三者の支援やサービスを利用していない（ケアラー本人の意向）
	
	

	
	23 
	第三者の支援やサービスを利用していない（金銭的問題）
	
	

	
	24 
	公的サービスに不満・不足がある
	
	

	地域・社会参加
	25 地域とのつながり
	地域・近隣住民とのつながりがない
	
	

	
	
	地域・近隣住民にケアのことを知られたくない
	
	

	
	26 外出の機会
	外に出る機会が少ない
	
	

	
	
	要ケア者が外に出るのを嫌がる
	
	

	
	
	外に出る気にならない
	
	

	
	27 社会資源の把握
	相談窓口を知らない
	
	

	
	
	集いの場を知らない
	
	

	
	28 災害時のそなえ
	災害時の避難場所を把握していない
	
	

	
	
	避難場所への移動に不安がある
	
	

	経済状況
	29 収入状況
	現在、安定した収入がない
	
	

	
	
	このままだと、将来の収入が不安
	
	

	
	30 貯蓄状況
	貯蓄が少ない（不安）
	
	

	
	
	貯蓄がない
	
	

	
	31 困窮状況
	食べるものに困っている
	
	

	
	
	公共料金や税金等の滞納がある
	
	

	
	
	公的支援制度の存在を知らない
	
	

	住
環
境
	32 掃除や片付け
	ケア前に比べて、家の中が荒れている（掃除・整理整頓をする時間がない）
	
	

	
	㉑ ケアを行う環境
	杖や車いす、手すり、ベッドなどの福祉用具があればいいが、今は使用していない
	
	

	
	
	住宅改修をしたいが、できていない
	
	

	
	
	要ケア者と寝室が一緒
	
	

	
	
	家の中の要ケア者の移動が難しい
	
	

	就労・学業
	㉒ 仕事や学業への影響
	ケアのために、仕事や学校を休みがちである
	
	

	
	
	ケアのために、仕事や学校を遅刻・早退しがちである
	
	

	
	
	ケアのために、仕事の付き合いや学校でのクラブ活動・友人との付き合いができない
	
	

	
	㉓ 職場や学校の理解
	職場や学校で、ケアを理由に不遇（差別、いじめ、孤立）な状況に置かれている
	
	

	
	
	職場や学校で、ケアをしていることについて理解してもらえない
	
	

	
	㉔ 就労（就業）の継続
	仕事（学校）を休職（休学）または退職（退学）した
	
	

	将来のこと
	㉕ 将来の意向
	ケアのために、将来や進路のことに悩んでいる
	
	

	
	
	ケアのために、将来や進路を諦めようとしている（考えないようにしている）
	
	

	[bookmark: _Hlk222167781]≪ケアラーへの聞き取り、観察を通して気になった点など≫






○支援者から見た評価
	ﾁｪｯｸ
	客観的評価
	ケアラーの状況（例）・身近な支援者
・寄り添い支援
・当事者ｸﾞﾙｰﾌﾟ紹介
・集いの場へのつなぎ
等













	関わり・支援

	□
	[image: ]
	【１】
イキイキ
	・心身ともに健康
・家族や地域との関係が良好
・介護の負担や悩みもない
	・専門的介入
・ﾁｰﾑｱﾌﾟﾛｰﾁ
・ｻｰﾋﾞｽ活用
　等


	□
	
	【２】
	・少し疲れ気味である
・家族や地域の協力がある
・自分の時間は持てている
	

	□
	
	【３】
	・持病を抱えている
・家族や地域との関係が疎遠
・ケアの技術に不安がある
・介護サービスを知らない
	

	□
	
	【４】
	・体調が思わしくない
・家族や地域など、相談相手がおらず抱え込んでいる
・食事の支度、掃除、介護ができていない
	

	□
	[image: 顔文字イラスト／無料イラストなら「イラストAC」]
	【５】
ヘトヘト
	・体調が悪い
・家族との関係が良くない、
地域とのつながりがない
・サービスを活用しない
・要ケア者に手を上げてしまいそう
	



○本人の主観的な受け止めと、支援者の客観的評価の差
	□差はない　　□多少差がある　　　□差が大きい
（補足）





○今後のケア継続に支障を来たすリスク
	□リスクは低い　　□リスクが多少ある　　□リスクが高い
（補足）




○今後の目標、支援の必要な点など（※ストレングスも意識して）
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